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前置詞GOn'に関する二三の考察
井崎宏一
1はじめに
たびたび指摘される如く，前置詞に関する研究はこれまで不十分であったとはいえ,前置
詞全般あるいは個々の前置詞についてのmonographsはほとんど無数に現われているこ
とは事実である。前置詞0〃についてもそれは例外ではなく，0〃について，その一般的
性質，歴史的推移，用法の分類とそれに応ずる例文の列挙，また，辞書の示す用法から外
れるようなものについて特殊研究などがなされている。
ここでは，0〃の一般的性格あるいは用法の全部を視野におさめるのではなくて，筆者
が任意に選んだ数個の問題について，意義,用法の変化を調べ，他のj","などの前置詞
との比較を行なう。文法の分野に於ける先人達の研究成果を参考にし，実証的であるため
に，引用例を掲げると同時に，ある用法については筆者の考えも紹介した。
文法乃至語法の研究に主観の介入を拒むことは無意味である。数学などの全くの抽象的
記号の操作と異なり，言語というものは生きた人間の主観の操作する，他の主観との意志
・感情・思想の交渉の媒体であってみれば，言語現象の説明・解釈に主観の用いられるの
は蓋し当然である。そこに於いて望まれるのは，少しでもより普遍妥当的な推論を得るこ
とだけである。このことからして,Sweetの文法はJespersenの文法と大分異なり，
またそれがFriesの文法とは大いに異なることを知ってもわれわれは驚かない。
playo"thepianoに於ける0〃の使用の説明に於いて，ある文法家はplayの後に
省略されたsomething即ちsonletuneを理解し1),別の文法家は,Itisthefinest
pianoleverplayedon.というように，特殊のピアノを引く場合に0〃の使用がある
とする2)oこれは二人の文法家の主観的解釈の相異以外とは考えられない。外国人として
英語を研究するとき，より多くの用例について，より多くの辞書により，既存の参考書を
頼りに，より普遍妥当的な説明を試みようとするのはごく自然な態度でなくてはならな
い。
しかし，参考書，辞書もわれわれの助けとして絶対的なものではない。言語が生きてい
るということの厳しさが，既存の研究を刻々不十分とし，研究者を更に新らしい努力へと
インスチゲイトする。単語にある新しい意味，用法が現われれば，それに関する限り，過
去の辞書類はいわば無用である。たとえば，「汽車で行く」ことに関して，伽の代り
1）
2）
Jespersen,MEG.Pt,313.52.
B.gholm,E"g"S"P"e加si伽九s(Copenhagen,1920)
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に0〃を用いることは，他の辞書では駄目で,Horwillのハル4UかAac"0"α〃Qf
A"@e"c""s"@sに拠ってはじめてそれがアメリカ語法であると確かめることができるだ
けである。場合によれば，どの辞書にも意義，用法の説明を見出だせないかも知れない。
現代文学などを続んで，種々な用例に於ける単語につぎ当り，その意義の決定について，
既存の辞書より寧ろ，「文脈」の考慮が中心とならざるを得ない事態も頻繁である。それ
故’用例の蒐集，その分類整理が，一般の語法研究家の態度とならざるを得ない。
こんな例がある。「～の上で」「～の直後に」という意味に用いられるo〃があるが，
それは普通，動名詞，抽象名詞を従える。では，次の様な場合はどうか。
"Youmakemefeeluncivilized,Daisy,"Iconfessedonmysecondglassof
corkybutratherimpressiveclaret．‘℃an'tyoutalkaboutcropsorsome-
thing?'' F.S,Fitzgerald,T"gG"gαメG"ｵ吻
ここでは，普通名詞のgﾉassの前だが,0〃は動名詞，抽象名詞の前に用いられるとこ
ろの「～した途端に」の意味で用いられている。「コルク臭いが，結構ぐっとくる二杯目
のクラレットを飲み終えて」ということになる。このようなo”は動名詞あるいは動作を
表わす名詞の前に用いられるのが本来であるが，
...discouragedlittlespots…uponinspectionturnedouttobetheyouths
whohadoncelookedfullintohergreenandwistfuleyes.
Fitzgerald,AWowzα〃W〃んAP"s#
Andsheaddedonaninspiration,CGAtschooll'vetakenherforamodel.''
乃畑．
などのように用いられ，特に,aninspirationでは，いわゆるnexussubstantiveの
色合いが殆んどない。gJassと共に用いられる自由さがうなずかれる。また,Z""〃e〃o〃
という形などでも用いられる。
...theywavedwildly,whereupontheyouth'smouthfellopen...
I〃a．
ついでに，「飲みながら」という意味を表わすときには次の様にいう。
GcThebest－－caddyleversaw,''shoutedMr・MortimerJonesover
adrinkthatafternoon."Neverlostaball!Willing!Intelligent!Quiet!
Honest!Grateful!"
Fitzgerald,Wf"”γDγgα"@s
最初のダッシュが0"”という前置詞と呼応して，アルコール臭い面白い効果を出して
いる。
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さて,本論にはいり，前置詞O〃のもつ幾つかの問題点を考察してみたい。
20肥と他の前置詞
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ある前置詞が他の前置詞によって代用されたり，全く省略されてしまうことがあり，そ
の傾向はアメリカ語に於て著しい。たとえば，
Dexterhandedinhis.6AClasJbadge,collectedwhatmoneywasduehim
fromthecaddymaster,andwalkedhometoBlackBearVillage.
Fitzgerald,W伽彫γDγeα"@s
に於ては，形容詞‘"eの後に前置詞わが省かれている。また，ドアをノックする場合，
...therewas…astrongknockingatthedoor.
Steinbeck,T"2S"αﾙe
とするが，この“には自由に0〃が代ることができる。同じく，「タバコをすぱすぱ吸
う」はpuffonone'scigaretteであり,0〃が，本来用いられたαオに代っている。
OEDのS""ﾉe”e"メはアメリカに於て，イギリス用法ならば，α＃，城α加",
"ggαγ伽"g,〃α""g"ガルというような他の前置詞なり表現なりを持つ場合に0〃が用
いられる事実を指摘し，幾つかの用例をあげている。(s.zﾉ.0")
0〃に限らず,一般に前置詞の選択について英米の慣用に見られる相異は著しい｡Horwill
のIntroductionには「汽車に乗る」場合,j"thetrainに代って，アメリカでは0〃
thetrainとなる例と並んで，英用法に代るアメリカ用法を幾つか列挙している1)o
……wefindsalesaメ(nothy)auctionand"(nothy)retail,imprisonment
aノ(notz""")hardlabour,tonamejb"(notcW"),theworstaccidenti"
(not九γ)years,towantqf(notz"〃"),fiveminutesqf(not#0)orM"
(not"Sr)three,0"(notα#)hand,anewleaseo"(notqf)life,amonopoly
0"(notqf),takingnoteso"(notqjr),themano"(noti")thestreet,
statisticso"(notα伽"#),playingo"(notj")theeleven,thelaughwaso"
(not"g""S#)him,andallthereistO(notα加"j)it.
個々の，あるいは，一般的な前置詞用法の相異については，いろいろと説明がなされて
いる。Horwillの与えている説明はわれわれをうなずかせるものをもっている。彼に従う
と，「0"thetrainと伽thetrainの何れも非難されるべきでない。ただ,i"atrain
の状態の方が，風当たりが弱く，旅行がより快適である」ということになる。これは，何
か戯言めいて聞こえるが，後に触れるところのり〃とj"の持つ本来のニュアンスから当
1)H.W・Horwill,ADic"O"α〃q/Mり“γ〃A"gγ＃""Us"ge(Oxford,1944)xxviii
一98 井崎宏一
然いえることであり，また，私見によれば，0〃の使用の方に，利用者の汽車という道具
に対する積極的な態度と，広く，アメリカの風土的開放性の暗示まで認められる。
Horwillは更に，一般に，アメリカの作家はイギリスの作家よりも，前置詞の使用が
Iooseである点，そして，この相異というのはLowell"Holmes'PHawthorneの
時代に比し，最近特に英米間に顕著なのだが，これは多分，旧世界から解放されたいとい
う新らしい世代のアメリカ作家の願望の反映である点を指摘している。
無声映画の字幕，映画，書物，雑誌，新聞などを媒介にして，新らしい語法が次々に，
イギリスへ移植されて行く傾向の存在はわれわれに，両国語法間の相異に対して興味を感
じさせる。
30〃とOf
アメリカ語法に於ては,qfに代り0〃が使われ,@Hardlyanyonetriestotake
notesonthelectures.'@Dreamersawakefromtheirlethargyandseemto
takeanewleaseonlife・'1)6……sheanswered,･･butnoneon'emgiveme
thatrootedhomefeelin'that'Lishahas……'2)のような例があり，一方に於て，
アメリカ語法に影響を与えたアイルランド語法には,Oh,Iamsureon't……'3)のよ
うに,0"(=qf)が,0"(=")などと並んで特長的に見出だされる。
これと全く逆にⅨ＝0")の例が,@Butcouldn'tlcontrivetohavealittleright
ofmyside?'4)$Ican'tfacethethoughto'losin'onhimFather・'5)のように
見られる。
アメリカ語法ではc"ノ'"o",γ"sルノ〃O",CO"@eO"＃z"〃〃などの「動詞十副詞十前
置詞」の結合形式が好んで用いられ，その場合の前置詞として0〃が圧倒的に多く用いら
れることから，アメリカ語法には一般的にo”への偏向のあることを窺うことができる。
0”とqfとの混同は，イギリス英語自身の問題でもあり，たとえば,Maetznerは，
「さまざまの形容詞の後にo〃とげ或はα加"オが交替して現われるのは意味の一般化
(generaliZation)による」と説明し･ている6)。意味の一般化と同時に，これは語形の
推移の問題でもある。OEDは16世紀以後の"と0〃との混乱は両者の共通の縮約形
0，が行われたことによるとしている。OEDの記述によると0或はO'はo”に代り，そ
のさまざまな意味に用いられ,MEに於てはj〃の代りにも用いられた。近代英語では
Shakespeareや，後の劇作家に於て頻繁であり，特に0'＃"，というlocutionでo〃＃腕
が表示されている｡現在でも,方言や,archaicな,或はtraditionalな句やcollocation
に表われる。一方O或は0，はqfの縮約形であり，これは0,0'(=on)より一層一般的
1)Horwill,MAUs.".0"2)SarahOrneJewett,ByT"MOγ""gBo"3)Sheridan,T"g
Sc"00J九γSc""ddzJ4)I6脇．5)Jewett,ByT"MOj'"i"gBoaj6)Maetzner,A"E"g"s"
G7'a"""αγtr・byC.J・GreceVol．Ⅱ,p.372
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で，方言や会話体,traditionalな句や言い回しに現われる1)。例えば,What'so'
clock?/sixo'clock/Johno'Groats/Jacko'lantern/Willo'theWispのようで
ある。O'は以前ほど頻繁に文献等に用いられない傾向にあるが，綴りにもかかわらず，発
音としては一般に用いられてはいる。先述の如く，劇作家や詩人は，なお，しばしば用い
る綴りであるが，一方，一般に方言や俗語を文章に表わす場合にも用いられる。
40〃とOUeγ
たとえば，
Itwasatightlittlebuilding,standingpartlyonpiersoverthebaywater
andpartlyontheland､2）
に見られる如く，0〃と0"”は，現在，明らかに意味の異同を持っている。しかし，両
者の対比に於て，0”は「支持」を,0"eγは「上位」を表わすというように簡単にはいい
切れず，両者の接近，接触，或は一致の例はわれわれに親しい。古くは，古代英語でも
q/W'(0""の古形）が,0〃にとって代る場合も度々あった3)。アメリカ語法に於て0〃
(＝0"”）が明らかに認められる場合の一つの例として，有名なアメリカ大リーグ野球の
投手Mathewsonが，投手と打者の相対的力関係に言及した文を示そう4)。
Alwayshavesomethingonhim(=thebatter)andneverlethimhave
anythingonyou・Thisistheprescriptionforagreatpitcher.
ここで，加"eso"z〃〃"go〃は〃"esow@g"dzﾉα"＃αgeo"gγとparaphraseするこ
とができる。このような端的な場合を離れても，一般に，0〃にはこのようなactiveな
面を絶えず窺うことができる。0”の示すactiveな関係は次に引用するWinstonL.
S.Churchillの言葉にも明らかである。
Wedidnotenteruponthiswarwithhopesofeasyvictory・Wedidnot
enteruponitinanydesiretoextendonrterritories・Weenteredthiswar
reluctantly､5）
積極的な戦争状態への突入を意味する二箇のg"ﾉ〃",0〃に対し，最後のe"jeγには0〃
が伴わず，それが，不本意な気持を表わしている。
このような0〃のもつ特質を，以下に'〃との関係で観察しよう。
計上ってα’となる例:Hehasdozensa'fights,everymonth・Everykidbackhome'sscared
stiffa'him､－-IrwinShaw,Sかα"〃γZylbeCJ'gα"Sod"
Steinbeck,T"S"〃んe
Cf・OEDs.〃．0〃
OED,S""ﾉ""2"#s.".0";ADj℃伽"α"QfA"ze"""E"g"s〃も同例を引用している。
N.B｡gholm,E"g"S"P"ePOSj加"S
1）
????????
←100
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歴史的に見て前置詞の混同の著しいものの一つは0〃とj〃の間に見出だされる。古く
は，0”は全くj〃の代用品にすぎなかった。例えば,0〃〃q/b""〃は伽加α"g”で
ある｡Maetznerも指摘するように，現代語法に於てもO〃とj〃とは，しばしば，無差
別に使用され，いくつかの明白な場合を除いては，その間の区別は暖昧である')｡OED
の記述によれば，現在ではobsolete或はarchaicではあるが，次のように，歴史的に
使われて来た0”の用法がある。即ち,1．Withinthelimitsorboundsofの意で。
2.usedofanytimeorperiod(この場合には,"以外に，αｵ,α"""9,砂などに代
り，0〃が用いられた｡3.indicatingphysicalarrangementorgrouping例えば，
j〃αγO",α〃gqjの如く。4.indicatingnlanner例えば,0"Z〃sz"jseの如く。
5.indicatinglanguage例えば,0"E"g"s〃の如く。
'"に代って,0〃が用いられる傾向の強いのがアメリカ語法である。Horwillは次の
ような例を示している2)o
HeisrowingonthefreshmancrewatYale.
Christianshave,presumably・acopyrightontheGoldenRule.
Avolumewellenoughprintedtobereadonarailwaytrain.
Themanonthestreetmustacknowledgethatheknowslittleaboutcon-
ditionsintheruralsections.
Objectsonthestreetbelowaredescribedasoflifesize.
Milton'sLifeonBreadStreet(LuciaAmesMeadがそのMi"o"'sE"9Jα"α
中の一章に冠した見出し。）
これらの中,0〃αγα"”岬〃鰯”については，イギリス英語ならば,j〃αγα〃”〃
〃αj"とか,0〃αγα"""jo"γ"妙というであろうとHorwillは説明を加えている。
H.L.Menckenはこの語法の両国間の対照を面白い表現によって示している。
AnEnglishmandoesnotliveo"thestreet,buti"it,thoughheliveso"the
road・Hedoesnotgeto"atrainora肋αγ〃it,but"it,andwhenheleaves
ithedoesnotgetqffitbuto"オqfit.3)
Sか“オとか，血γ"zに関して,0〃を用いるのはアメリカ語法では普通であり，
SherwoodAndersonのT"eEg宮中の三例を引いておこう。
－
1）
2）
3）
Maetzner,A"E"g"s"Gγα"""αγVol．Ⅱ，p､384
Horwill,MAUS.〃．0〃
Mencken,Aw@gγjca〃Lα"g"geS""Je"@e"#I,p.490
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Alllwantisanewcoilforthecab.She(j.e.thecab]stallsonme.
〃〃．
o"(="gα伽Sj）は，このように，アメリカではどんなcontextに於ても用いられるが，
イギリス英語でも特殊な動詞，即ち,CO"ゆJα伽,j，伽γ"z,"e,#e",〆αc〃など，また，
名詞でも，α〃α"αcﾙ，α〃αssα"〃などに伴うときには用いられ，古くはLangland
(1377),Caxton(1481)等の時代にまで，その歴史を辿ることができる1)。
Dativeoflnterestがこのような0〃の使用の源である。本来の「利益与格」は不利
益と同時に利益をも表わした。GTheumbrellastood"zeingoodstead.2(Itwilllast
ｵ〃oz""e"alifetime.'の如くである。ところが，英語の分析的傾向が，まず，功の導
入をもたらし,$Hehasdoneagooddealofharmnotonly加勿zebuttowzα岬
0肋〃S.'といわれるようになり，更に，九γが特に利益を意味して用いられ，反対
に，〃0”が喪失乃至不利益を意味した。@Iwantyoutorunanerrandjb"wze.'
4Thehorseranawayjj'O"zw@g.'の如くである。ここで〃0"z〃'9は抽象的な喪失
の観念も含んでいる。また，九γも，いわば，反語的に「不利益」を意味して用いられ
る。0He'ssettingatrap九γ”".，の如くである。最近，口語体で，これらの単独の与
格および他の前置詞にとって代ったのが,0"(="g""st)である。たとえば,@Heshut
thedooro""ze.'に於て，以前の英語ならば，功〃29か，単独の与格”eが用いられ
たであろう。これはIrishEnglishに特長的に見出だされる用法で，それがアメリカ口
語に明白な影響を及ぼしている2)。アイルランド語法の例としては,Syngeにこのよう
なo”が頻出する。たとえば，
He'safterdyingonme,Godfogivehim……
T"eS加伽z"qf"eGﾉe〃
Yonhavethemorninglostonus.
T"eWe"Q/MeS""js
の如くである。
αメメ〃“sj砿αオオ〃e"pe"se砿允γSO"@gO"g加力〃の意に用いる0〃もこの用
法のextensionである。次のような例がある。
Comeinandhaveadrinkonme.3)
"Waitamoment,boys;let'stakesuthin'(sic.)、It'sonme.''4)
1）
2）
3）
4）
Cf・OEDs.〃．0〃
G.O.Curme,Sy"如雅(D.C.Heath&Co.,1931)pp.106f.Pαγ#sqfSpggcんα""AccMe"cg
(D.C・Heath&Co.,1935)pp.132f.
".OED,S"カノ〃@e"#,s・ひ.0〃
HamlinGarland,TheRe""〃"αPγj""9
